
 
 
 

平成30年第1回（3月）富田林市議会定例会の報告について 
  

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課  

 日本共産党 

 代表質問 

田平 まゆみ 議員 

 

 

 

３．就学援助制度の拡充、新入生への入学前支給について  

（１）国の生活保護基準が改悪された場合、本市の就学援助制度への影響は 

（２）マイナス影響があれば、就学援助受給世帯への対応策を 

（３）就学援助申請の随時受け付けを 

（４）２０１９年３月から入学前支給を開始するにあたっての申請時期、周知方法など、

進め方についての詳細を聞く 

（５）クラブ活動費、児童・生徒会費、ＰＴＡ会費および、中学校給食費も就学援助対

象に 

資料1/ 

教育指導室 

 ６．市の各種計画に市民の声を反映させるために 

（１）「富田林市公共施設再配置計画（前期）（素案）」について 

② 幼稚園や小学校用地など公共施設での「借地」について 

⑤ 小・中学校の「機能統合」についての検討とは 

資料2/ 

教育総務課 

④ 青少年センターの跡地利用計画については、地域住民の声を大切に 資料3/ 

生涯学習課 

⑥ 廃園予定の板持幼稚園、東条幼稚園、喜志西幼稚園は、通園希望者が将来にわた

り見込めないのか 

資料4/ 

教育指導室 

自由民主党 

代表質問 

山本 剛史 議員 

 

 

 

１．未来への希望を育む子育て・教育について 

（１）公立幼稚園の充実について 

① 三歳児保育の早期の実施について 

② 統廃合に伴うガイドラインの策定について 

③ 統廃合に伴う保護者、送迎の為の駐車場の確保について 

資料5/ 

教育指導室 

教育総務課 

こども未来室 

（３）小・中学校での領土・領海教育について 

① 学習指導要領が改訂され竹島や尖閣諸島などを「我が国固有の領土」と初

めて明記されたことを踏まえ、領土・領海教育の重要性について、教育委員

会の所感について 

② 学習指導要領の改訂に伴い、適正な授業をどう行っていくのか 

③ 児童・生徒に的確に教えるための教員の指導力向上の取組みについて 

資料6/ 

教育指導室 

 （４）人権教育である拉致問題について 

① 平成３０年度から小・中学校の教員を対象に拉致問題を授業で取り上げる

ため、研修の充実が図られる予定ですが、教育委員会の基本的な考え方と来

年度の方針と取組みについて 

② 拉致問題を扱ったアニメ「めぐみ」について、いつ頃、国から配布されました

か。また、授業の中でどの様に活用されましたか 

資料7/ 

教育指導室 

 

 

 

報告第 34 号 



 

平成30年第1回（3月）富田林市議会定例会の報告について 

  

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課 

公明党 

代表質問 

高山 裕次 議員 

１．未来への希望を育む子育て・教育 

（１）就学援助制度に関する国が示した変更点と本市の対応状況  

  ① 国が示した支給時期と支給額の具体的な変更点について 

② 本市における対応状況について 

③ クラブ活動費、児童・生徒会費、PTA 会費および中学校給食費の今後の

更なる拡充について 

 

資料8/ 

教育指導室 

（２）小学校普通教室へのエアコン設置に向けて  

① 本市小学校のエアコン整備状況について 

② 普通教室へのエアコン導入に向けての課題や方向性について 

資料9/ 

教育総務課 

（３）図書館サービスの充実  

  ① 公共施設再配置計画における図書館の位置付けについて 

② 老朽化した図書館の建替え・大規模改修時には、図書館を中心とした市

の公共施設および商業施設などのテナントを含む複合施設の建設を求めて 

資料10/ 

中央図書館 

とんだばやし未来 

代表質問 

川谷 洋史 議員 

１．未来の担い手を育む教育 

（１）部活動充実の取り組みについて 

  ① 先に行った指導者研修の内容とその成果ならびに今後の方向性について 

  ② 府の「部活動指導員配置事業費」と本市の関わりについて 

③ 部活動の充実と教員の負担軽減に向けた今後の本市の取り組みについて 

資料 11/ 

教育指導室 

 

個人質問 

京谷 精久 議員 

（１）学校通学路の整備点検状況について 

  ② 防犯カメラ設置を併用し、最大限に生かした通学路の安全整備を求める 

資料 12/ 

教育総務課 

総務課 

個人質問 

伊東 寛光 議員 

１．制服や学用品等のリユースを促進するために。 

 ※実態調査の結果や、その後の進捗、今後について等を訊く。 

 

資料 13/ 

教育指導室 

２．不登校児童・生徒に対する対応について。 

① 市は実態をどの程度まで把握しているのか。 

 ② 全ての不登校児童・生徒への直接的支援を実現するために。 

  ※スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の拡充も重要だが、ＳＳＷや教諭等

の手足となって動ける人材を確保し、活用する仕組みが必要ではないか。 

資料 14/ 

教育指導室 

 

 

 


